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（参考３）

サティフィケートの様式例

①学士課程のサティフィケートの様式例（日本語）

証明書

氏 名

年 月 日生

本証明書は、上記の者が、日本国におけるＡ大学○○学部及

びＢ国におけるＣ大学○○学部の共同により編成された教育課

程を修了したので、Ａ大学より学士（○○）の学位を、Ｃ大学

より学士（○○）の学位を授与されたことを証明するものであ

る。

なお、Ａ大学及びＣ大学においては、上記の者に対し、別途

両大学が所在する国の法令に基づく学位記が発行されている。

平成 年 月 日

Ａ大学（長） 印

Ｃ大学（長） 印
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②学士課程のサティフィケートの様式例（英語）

Certificate

(Name)

(Date of Birth: DD/MM/YY)

This is to certify that the above named has been confe

rred with:

1) The degree of Bachelor of Arts with a Major in

○○(Discipline) by Ａ University (in Japan);

2) The degree of Bachelor of Arts with a Major in

○○(Discipline) by C University (in Bcountry)

as s/he has completed the curriculum jointly organized

by A University and C University.

It is also noted that A University and C University

will each issue a diploma, in accordance with the

laws and regulations in their country of operations.

(Date of Issue: DD/MM/YY)

(Signature of President of A University)

(Signature of President of C University)
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③修士及び博士課程のサティフィケートの様式例（日本語）

証明書

氏 名

年 月 日生

本証明書は、上記の者が、日本国におけるＡ大学大学院○○

研究科及びＢ国におけるＣ大学大学院○○研究科の共同により

編成された教育課程を修了したので、Ａ大学より修士／博士（○

○）の学位を、Ｃ大学より修士／博士（○○）の学位を授与さ

れたことを証明するものである。

なお、Ａ大学及びＣ大学においては、上記の者に対し、別途

両大学が所在する国の法令に基づく学位記が発行されている。

平成 年 月 日

Ａ大学（長） 印

Ｃ大学（長） 印
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④修士及び博士課程のサティフィケートの様式例（英語）

Certificate

(Name)

(Date of Birth: DD/MM/YY)

This is to certify that the above named has been

conferred with:

1) The degree of Master of Arts (Doctor of

Philosophy), with a Major in ○○(Discipline)

by Ａ University (in Japan);

2) The degree of Master of Arts (Doctor of

Philosophy), with a Major in ○○(Discipline)

by C University (in Bcountry)

as s/he has completed the curriculum jointly organized

by A University and C University.

It is also noted that A University and C University

will each issue a diploma, in accordance with the

laws and regulations in their country of operations.

(Date of Issue: DD/MM/YY)

(Signature of President of A University)

(Signature of President of C University)

＜備考＞

様式例の字句は、記載の一例を示したものであるため、各大学における検討の結果、これ以外の字

句を用いることも可能である。


